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Autodesk University 2025
AI活用に向けた今後の展望
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テーマ： Unlock Unlimited Capacity 無限の能力を解放
・より多くのことを より少ないリソースで実現

クラウド戦略の本格展開
・各業界向けクラウド製品（Forma / Fusion / Flow）を軸に

AIとクラウドが業務プロセス全体を包括的に支援
・キーワードは Cloud-based クラウドベース

AI-native AI活用の前提化
End-to-end 業務全体への包括支援

各製品に対するAIの実装
・各製品に搭載されたAI（Autodesk Assistant）が業務を直接支援
例）自然言語での指示により設計案やドキュメントを自動生成

「誰も取り残さない」提供方針
・デスクトップ製品をConnected Clientと位置づけ、
既存のワークフローにクラウド製品をシームレスに統合できる環境を提供

・既存サブスクリプションに対して最新クラウド製品へのアクセス権を追加
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Formaを核にクラウドとAIで業務全体を包括的に支援
・Autodesk Construction Cloud（ACC）をFormaに統合
・Autodesk DocsがForma Data Managementとしてデータ管理基盤に
・Formaの対応LODが向上し、AIでモデル化をサポート
・RevitとFormaの連携が強化され Formaの解析データにRevitからアクセス可能
・Autodesk AssistantがRevit上での設計検討や作図、図面管理等を自動化

Estimateによる迅速な概算コスト算出
・設計変更や価格変動をリアルタイムにコストに反映

Buildによるプロジェクト管理機能の強化
・モバイルアプリからの現場写真アップロード時にAIが説明欄を自動入力
・プロジェクト管理者用ダッシュボードが利用可能

Tandemによる予防保全機能の強化
・TandemのInsights機能に搭載されたAIが機器故障の予兆を検知し位置を特定
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ベータ版をお試しいただけます

Autodesk Community Feedbackにて現在β版にて体験可能―Revit Preview
※オンライン版でのRevit検証には、VPNとAutodesk Accountでのログインが必要です。

https://feedback.autodesk.com/
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ご清聴ありがとうございました。
ご興味があれば下記へご連絡下さい。

Japan.AEC.InsideSale@autodesk.com
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